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植物特にヘチマの葉の高さによる

遂透塵について

兵庫懸立寄科大準 局 田 英 夫

植物韓の葉の法透債が葉の位置する高さによち種々なる数偵をとることは以前から研究されて来

fこ所である。葉の示す法透債は値物水分生理事の分野iこ於いて， 71 ¥ 液の上昇に関係する問題であっ ¥  

て，植物生理事に於いても最も大きな問題の一つである。勿論71 ¥ 液上昇が法透墜にのみにあらす。，

吸水力，膨軍がこれに関係するが，今この問題を解決する一つの方法として法透軍が種キな気象保

件その他の4条件の下で，ある一個瞳について葉の濠透僚が高さによち如何程の差を示すかを賓験し
て見fこ。
以前l二 E. M .  Herrick は Amorosia trifida について行っている@ ある人は植物瞳が充分に i

水分を吸牧している紋態では高所の葉ほぎ返還塵が高いと云い，又ある人はこれを否定している，。

著書は京都大事に於いて，この問題についてヘチマを材料 t して行つTこQ

( 1 )  材料採集及び膏騒方法
材料は葉の周綾部を主左して使用し? こ。これは維管束の太い部分を成る可《避ける fごめである.

この様に採集し? こ葉を直径約 3.5糎，高さ約10糎のアルミニウム製管の内側にガラス管をおさめ? ご
管に探集しゴム桧で宇野閉して，これを煮沸水中で約30分間熱殺する。このとき採集管から水蒸気そ
の他ガスは羅針に逃げるこ k はない。
採集後よち熱殺するまでの閣の生化撃的襲化，蒸散作用による水分の逸散を避ける fこめには，出
来るTごけ速に熱殺するのが理想である a 採集後30分間以内ならば殆んざ費化のないこ色は他の貴顕
により確認しこの賓騎も全部30分以内に熱殺を開始しfこQ
熱殺により固宅されfこ材料は水分の蔑らぬように葉と共に取り出し，よ〈洗つTこ布で包み，塵搾

器により水液を搾り得? こる搾汁液を氷黙降下法により法透墜を補正表( 1 ) を用い算出し? こもので
ある。

¥ 含水量は生量より乾量を誠b ぞれを乾量で除し1 ' : 百余比を以って示しfこ。乾量は 90'C で約24時
間乾燥しにものである。

この賓騎傑f午は濡接な闘係のあるため，温度測定にはアスマン吸引式温度計を用い，他に光も測
定して先fニ。... 
資騎材料としてヘチマを選ぴ，京都大事植物撃致室南側に生育せしめにものを用いたa 最初はす

べて垂直に生育せしめに o

13.9米の高きである Q 但し: 苛題を簡草にする? こめ側校及び果責は若い時期に切り除い Tニ。
垂直と水平を比較する? こめ，水平にしTこのは，ぞれまで垂直に生育してゐTこ15本の内 6 本を 8 月
18日に地上約 1米に水平に倒しにものである a
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f 第 1表 ) 垂直に生育するヘチマの葉の高きと 7k度，合水量の関係
f教室の屋上欄干上までは地上より約13.9米)
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ウリ科植物の法透璽の日饗化は H. W a1ter (  2 ) 及び H. A. Birand も云っている様に，非常
lこ小範園である c 13Pち夏の真筆で可成りの蒸散作用があっても佑韓の貯水，根の吸7kが旺盛である
? こめ，水分の依乏を招〈様な事は少し植物瞳各部分に何時も水分の供給が充分である E思われる。
即ち著者の賓験でも第 1表，第 2表に示す様に多〈の他の植物 E同様に正午過ぎ J !J 14時頃にその
日の極大偵をとり日出前田ち 5乃至 6 時に極小偵をとると見{ 放し，この賓験でも 14時と 6 時に探集

し?こ。

極大値E極小偵の差，即ち日費化の幅は垂直では先端部左中間部に於て夫今 2.2無墜 (9.1-6.9)， 
1.0乃至1 .4祭壇を示し，水平司では1 .6気宮，1 . 1 祭壇を示してゐる。こtiを他の草本類と比較すると精
々少〈なっている.

合水量では濠透演と遣の闘l系であり，水分の特に充王子行き渡ち，溢涯、現象きへ見られる早朝は極
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， 14時頃に極小偵をとっている。

、
胃ト

7K子ヲ垂直何れの場合Jに於いても中間部が極大n皇と極小偵の差が少いのは宇間部が上部と下部主
の南方からの7K王子の供給を受けること示すと恩われる Q 外観的にも凋萎する場合先端から( } i'J萎が始
まち，下方に及ぶ様である。又下方町ち基部附近の葉がi}i;j萎しないのは葉が百〈器棋的組織が護達

している霜で水分の扶乏にも外視的にお1萎を示さないのである。
叉水平の方が日饗{ じの幅の少いのは14時頃の気象係件殊に風の影響を受げ雑 t 従って垂直より蒸

散作用が稿々繊弱であるのと，水平の方が重力に聾する7K液上昇の抵抗が少< ，水分供給も容易で
ある k 思われる Q

( 3 ) 高さによる差
先端部が中間部に比較して，法透演については前者が底< ，後者が高い。又含水量では反針に前

者が多〈後者が少い。個々の個瞳について先端部と中間部を比較し，水平と垂直をその比について

，一波に水平の方が小きい。これも気象俵1'/=殊に風の影
響と共に，或る程度まで重力による影響で水平の1 ] が7K王子供給の周滑性を示すも G主主恩われる。こ

，含71¥量

を，垂直を100主して比較すると，一般に水干の方が法透憶は低< ，合示量が多いQ

L第 3表) 71 ¥ 平と君主直に生育するヘチマの同じ高きにある葉の法透墜

6 時 25/咽 | 与問 2川 14時 24/市

21時己1-担 /1I咽旦0明4  |  先端中間 | 先端中問 先端中間 先端

程是透歴ノ J七 91 部 l 一一 86 871 87 87 
合水量ノ比 152 叫 - 1  120 1501 148 165 
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これらの事からも上記の水平の E きの，水液上昇の園滑性が窺えるのではないか左足、われるー先
端部が中間部より 1まさま透債を示し. 高含水量を示す場合に皐位乾燥量に溶存する濠透墜的に有効な

る成分のモ; [ . . -教を第 1表，第 2表で示しfこ。それを見る k一般に先端部の方が濃度は濃〈なってい
るQ これは吸水力の下全吟上への蓮穂的な傾斜を示すものかも知れない。しかし全瞳左して大きな

差がないのは低腫査を躍として殆んε一様に主主透塵的有効物質主水分が行き渡っている事を示す。

マに闘しては膨墜は先端部は中間部に比し非常に低〈なければなちないQ 風が多〈の場合吹き，植4

物がiji0萎を示す 14時頃に先端からおJ萎が起るのは，或はこの関係、を示すのではなレか主恩われる a

モル教ヲ吸水力の関係は伶将来生理費騒的研究が必要である k想 ln。
要するに日費化は中間部が大き〈先端部は中間部に比しf正法透墨で ，

影響するこ主力: 窺える。

街この萱験は野外で行われ然も{ 国睦差は無視して行われTこが，これは誤差としては大しTこ問題に
ならぬ程小さいものであるこ tは他の霊験によって確めTごQ
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山 本爾先生の御研究
! 際下昆虫の綾， IJJ本茂{ 言( 豊岡高校) I1J本義丸( 柏原高校) 閉君の活躍は賓に驚異に債するもの

がある。
山本茂信先生は文部省よち研究費を受け，自ら養父郡建屋村字国Jに試験所を設け，現代田本山林

家の最も苦慮してレる，松F食虫につき，穂、ゆる角度から文字通ち寝食を忘れて研究が進められてい
る， fWち基礎研究の一部は窓真に圏i二膨大な報告物が記録されつ、ある，その一部は昭和23年 3月
但馬生物 2競に費表，同研究の完成を心から我日本の震に草rrるものである。
IJj本義丸先生は昆虫撃者の暗黒面である，幼虫の研究に全力を重きれつ、あち，同君は生態函の

巧妙なるこ左到底同家の及ぱぬ所で誰れをも一驚させすーには置かない，即も昆虫の特徴のー今一つ

スずメガ科の幼虫( 1-3) 新昆虫第 2巻1 .2.3披( 1949)
なお，本誌にもか〈も立沃な凸版が経済的に載せられる日の来るのを，我事J ' f . . のTこめに祈ると共

に舎員諸氏の一唐の御援助を願い度い。
掬筆するに嘗り，問先生の主是々御健康に留意きれ一回も早〈完成きれるこ主を心から御新ちする
芸大第である o ( 稿集子〉
定藤，ー野草雨先生
今度，紳戸市立踊ケE : 高校，安藤保二氏は東京文理大，地質撃教室の皐生として見事難闘を突破
され，上京入墜されfこ，前引績き御専門の貝類の研究に主力を注がれる由。
又神戸市立湊川高校，野草俊作氏は大阪府立新制大事に御築轄，引積き生物事の講義を持fこれ
る。 C編嘉子)
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